
The Japanese Society of Plant Physiologists

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Soolety 　of 　Plant 　Physlologlsts

3Ca − 5 　 　 　 　 シ ネ コ コ ッ カ ス 系皿標 品 の Q、お よ が Q、の

　　　　　　　　　　　　反禽 遜 度論 的解析

　　　　　　　　　　　 脇 軸 規 、伍 灘 ・ 骸 加 藤束 像 大
・款 養 遂 礎 斜 ）

　　酸素廃 髯 舌性 の ラ貝1更 備 溌友 ）ヤ
・

ら、 う 和 コ 。 カ ス 酸素廃生 系 刀［標函。 に 悉加

廴た 電子 受容体 の 還元 反葎 の 性 質や磁 灘 ぐ．電孑受 容棒 の 纏類 に よ 。 て X き く 異な

。 て ・
・ 献 b ． さ ら に ベ ン ゾ割 γ 誘 …導体 の 遺 元遜痴 ぐ 2硬 以 上 で非 潮 ・ 低 畷 度

依 存性 を ホ す こ と が 見 出さ れ 為 。 本丿研 究で は 、闘光 照射 に よ
Il

引 き起 こ さ K る 青色

靜 の QAお よ が Q帥 吸 光 度郵 しか ら、 ぐ払 ら 助 ・え た 電子 受廖捧 肋 反 応 を 調 べ T＝ 。

　　 まず．閃光 逸繰 り返 し照 身「「して シ ヅナ ル き精算平均 し 、 2疹 一
ジ ワ ロ ロ ベ ン ゾキ

ノ ン （ PCB （a ） 郁 LT での 吸 光 度ffkgei しく解 前 L知 Q謎 Q互よ り 大 き ・・ 吸 光

度疲化 を 示 す 4／3汐 肌 で は 、関光 照 射 に よ リQへが 還 元 で れ る た め 吸 光度 は 非 澪ド 速

く躍加 し、 っ い ぞ蓊1少する 。 その 誠衰，週黍呈は 3 っ の ｝冫史成分 ゼ
”
近 冶乂で き る の で 、 1

れ らの 第〜姦．成命 を速 い オ が ら手 成勿
’
、 猷 版房丶   成イか と gly　j’：ぐ と に

e

する 。 それ ぎれ

の 成〃♪に つ い て 、．差 ス ペ ワ ト ル ． DCB （ai蔑度依 存 幟 ，、　 DCMU 阻啓劾 果 ぎ鯛 べ た

結果 、 3 成分 バ それ ぞれ 次の 梯．な 反 肉 毳浪わ して い る こ と が わ か っ た 。

予成分 1 （磁
幣

（ 
一 一 → QAQ ガ

γγし成6ラ
’
　： Qべ十 【）CBQ − 一一 → Q 《 十 DCBG ビ

S 成分　lQ ガ十 DC8 僉
一一一一 → Q 臼十 bCBG じ

賻

　　Qポが DCBQ に よ リ直椄 酸紀 され る こ と は 予想 外 であ っ た バ 、 こ flし露 、 1 回 だ

げ闘 光 き照身寸して 、 1主 じた Qδの 挙重力を1観螫する こ と に よ っ て も確 か
丶 ダ）ら照，た 。 じれ

し：？tL ・ Fecγ噸 δを tl，・t ん ビ駿〆硫 ず こ の r＝ ぬ 奇数 回 の 閃光 ぞ Q謎 イ乍ら四 鍬

回 の 関光 で蛸 失す ゐ ヒ い う周期 λ の 繰 り返．しが1譎 め られ た 。

　　叢後 に 、瘠嫉東威命 の 震 度虧 性 色痴 定 した ヒ こ ろ ， 雀成分 は Vt鞍的 高い 温度

イ衣存帆 乞 示 し、 その 殆 ’臨化エ ネ ル ギ ー は ／Ok α祀 ／ 繼 で あ っ た が 、　 trn　nt・分 匕 S 威分
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　 hり　　　　　　　　　　　　　　 hり

謙漁 1：鱗
噺

瓶へ ぬ

　　 DCgQ 　　　　　　DCBQ 」　　　　　　　　　 DCB （5Z　　　Fecy

一 248　一

1

蠣

篶

馨

蠢

鏤
爨
蕣
嬉

難
鼕
萋

華
爨
輩
蘿
鑾
饌

嚢
鑾
爨、
耄
攀

壽

ー
驫

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Serv

架

謬

1
溝


